
平井� 隆� 最終講義「英⽂学と私」�
⼭⼝県⽴⼤学国際⽂化学部� 2002 年 2 ⽉ 13 ⽇�

�
⽇本⼈が英⽂学を学ぶ意味�
なぜ⽇本⼈である私が英⽂学をやるのか─この根本的な疑問を抱えながら37年間を歩んできまし
た。答えは「学ぶ喜び」だと思います。夏⽬漱⽯も同じ悩みを抱き、⽂部省に「英語を学ぶのか、英
⽂学を学ぶのか」と問いかけました。そして⽇本⼈として最初の英⽂学研究者となったのです。�
私たちは英語を意識的に読まなければならない。ネイティブの⼈たちが無意識にわかることを、私
たちは意識的に、細かいニュアンスまで理解することができる─これが魅⼒の⼀つなのです。�

翻訳という「裏切り」�
最近 20年間は、ラテン語の英語翻訳を研究してきました。イタリア語では翻訳の語源が「裏切る」
という意味だそうです。フィッツジェラルドの作品を村上春樹が訳すと、それは村上春樹の作品にな
る。翻訳の段階で様々な⼯夫が施され、原作とは異なるものになっていく─その「裏切り⽅」に近代
の特徴が現れているのです。�

国語の誕⽣と⽂学�
明治政府がまず取り組んだのは、⽿で聞いて分かり合える共通の国語を作り、それで⼀つの国家を
作ることでした。近代は⼀つの⾔語を作り上げていく時代でもあったのです。�

詩の喜び�
W.B.イェイツの「Long-legged�fly（アメンボウの歌）」を例に、詩の魅⼒についてお話しします。
（詩を紹介して）３つの連それぞれの終わりに、繰り返される⾔葉があります：�

Like�a�long-legged�fly�upon�the�stream�
His�(Her)�mind�moves�upon�silence.�

ここからは私の遊びというか、この詩を楽しむ⽅法の紹介です。⾜というのは、⼤地の象徴、⽻は
天でしょう。その間に静寂があります。それを通して天に⾏けるという考えがあったのではと。�
旧約聖書のGenesis 創世記の始めの� And�the�Spirit�of�God�moved�upon�the�face�of�the�waters.�
というものをもじっていることは間違いないと思うんですね。不滅の名声を得たことをそう⾔ってい
るのだと思われます。�

読者のもの�
「作者という制度は死んだ」とバルトは⾔いました。作品は読者のものです。同じシェイクスピアの
テキストでも、書かれた当時を越えて、今⽇の読者のものなのです。�

�
平井隆（ひらい・たかし）� 1937 年 1 ⽉ 20 ⽇〜2025 年 5 ⽉ 27 ⽇�

⼭⼝県宇部市⽣まれ。神⼾⼤学卒業後、⼤阪⼤学⼤学院を経て、⼭⼝⼤学教養部、⼭⼝県⽴⼤学国際⽂化学部、広島国

際⼤学で教佃を執る。17・18世紀英国ラテン翻訳研究の第⼀⼈者として『17・18世紀英国ラテン翻訳研究』を出

版。⼭岳を愛し、家族と共に多くの⼭々に登った。定年後は、パリ、ロンドンなど海外旅⾏を楽しむ。晩年は歌を愛

し、コンサートにも出演。�

�



�

�

�




